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性別     

  男 11 

  女 19 

  未記入 3 

 

 

 

 

年齢   

20歳以下 10 

21歳～30歳 17 

31歳～40歳 3 

41歳～60歳 2 

61歳以上 1 
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このフォーラムは何で知りましたか   

 SGRA会員案内(かわらばん) 1 

 大学等の ML 9 

 知人・友人の誘い 15 

 その他 8 

 

 

 

 

 

何故このフォーラムに参加しましたか 

内容に興味があったから 19 58% 

友人・知人に誘われたから 13 39% 

時間が空いていたから 2 6% 

その他 3 9% 
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このフォーラムは期待どおりでしたか      

 大いに期待通り 14 42% 

 だいたい期待通り 18 55% 

 期待したほどではなかった 1 3% 

 

 

自由回答欄 

このフォーラムは期待どおりでしたか(理由、コメント) 

被災地の人たちが一体どんなことをしてほしいのは(原文ママ)自分の想像と同じではないという考え方

が分った 

いろいろ勉強した 

I was extremely impressed by the speaker's illustration of volunteer spirit and the comparison 

between China and Japan. 

ボランティアについて新たな認識を得ました、ボランティアの責任とすべき事についても新しい考えを

持ちました。 

ボランティアについて勉強しました 

ボランティア精神について深く理解しました 

通訳を通したためか理解が良くできていない部分があります。 

ボランティア活動について重要なことを勉強しました。中日ボランティア活動についても勉強しました。 

 

今後聞きたいテーマ 

日中関係、よそから見た中国の「文化大革命」 
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ボランティア経験の交流 

ボランティ(原文ママ)についてより深く理解することができました。 

ボランティアの意味 

非常時に人に希望を与えて来た宮崎様の体験談でとても感動しました。「人には魚より漁を与えるべし」

という諺のもう一つの実践談に深い感銘を覚えました。ボランティア自身の心のケアは？①課題 ②感

同見受 ③輝く笑顔の背後の辛さへの克服。 

環境問題や社会問題の話題が望しい。 

例えば町並み保存と community development 環境保全と経済発展など 

若い世代の間の交流 

大学生の支援教育活動 

教育について 

大学がどのように、ボランティアと自分の勉強を活かせるのか？ 

日本のボランティア活動の経験 

ボランティアの具体的な経験と獲得のシェアなど 

大学生として、何かできることあるか 

Sure. 

どんなボランティア活動がありますか 

ボランティア活動の種類と参加する方法を教えてほしい。 

教育関係 

伝統文化の交流について 

教育支援 

メディア、経済、国際関係 

 

 


